
○事業概要（新規性、市場性等）

・発達障がい児（※１）の障がい特性を容易に短時間で検査できる検査方法と個別の支援計画に基
づく療育支援のためのＡＩを活用した教材を開発することで、早い段階からの取り組みを可能にし、
より高い成果の得られる療育支援（※２）システムを提供するサービス事業です。

・対象となる子ども達は各学年に６５，０００人おり、療育支援の効果が得やすい、２歳から小学校１
年の約３９万人が対象となります。
（※１）：発達障がい者支援法の中では、「対象者（児）は、脳機能の障がいであって、その障がいが通常低年齢に発症
するもののうち、学習障がい、広汎性発達障がい、注意欠陥多動性障がいなどをまとめて“発達障がい”」としている。
（※２）：療育とは障がいのある子どもの発達を促し、自立して生活できるように援助する取り組みで、広義の概念として
「発達支援」と言う。

事業名： ＡＩを活用した発達障がい児用検査・療育サービスの開発と事業化

①補助金
②低利融資

地域 福岡県北九州市 認定日 平成３０年６月８日 ８－３０－１５５

事業分類 サービス（教育） テーマ分類 ＩＴ

連携体の構成
事業推進体制

支援予定メニュー

療育イメージ Ｐｅｐｐｅｒと子どもたち
アプリイメージ

福岡ひびき信用金庫
北九州銀行
福岡銀行
西日本シティ銀行

金融支援

ＩＫ法律事務所

法務支援

宇部工業高等専門学校
米子工業高等専門学校

技術支援

コア企業：㈱三葉
（福岡県北九州市）

・療育支援ノウハウ

・自社開発の療育教材、言語検査の提供

・療育現場の提供、療育実施

事業統括

㈱ピクチャレスク
（京都府京都市）

・アプリ開発技術
・システム運営ノウハウ
・療育支援知識

システム開発

新連携事業


